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１．事業概要 

１．１ 事業名  

 平成 30 年度 林野庁「CLT 等新たな木質建築部材利用促進・定着事業のうち CLT 建築物等の設

計者等育成」 

 

１．２ 事業目的 

 CLT を用いた建築物の竣工件数は増加傾向にあるが、今後一層の CLT の需要拡大を進めるために

は、設計者等の実務者数を増やすことが重要である。しかしながら、これまでに開催されたイベント

や講習会は東京や主要都市での開催が中心であり、地方都市を拠点とする設計等は参加が困難であっ

たため、全国に展開する講習会が望まれていた。そのため、本事業は CLT の需要拡大に必要な設計

等を育成し、CLT という新たな木質建築部材への理解と、受講者が CLT パネル工法を用いて設計が

できるようになるための講習会を行うことを目的とした。また、設計者等の育成が CLT の実需に効

果的に結び付くよう、併せて必要な普及・啓発活動も行った。 

 

１．３ 実施概要 

（１）CLT建築物の設計者向け講習会の開催 

  全国７会場にて、2 日間で CLT パネル工法ルート 1 を学ぶ講習会を開催。可能な限り CLT 建

築物の見学会も組み込んだ講習会とした。また長崎県からの要請で、2 日間の講習を 1 日にまと

めた講習会も実施した。 

（２）CLTアイディアコンテストの実施 

  当協会主催で CLT アイディアコンテストを年１回開催し、平成 30 年度で 4 回目の開催となっ

た。このコンテストに設計部門を設け作品を募集し、CLT への関心を高めた。募集した作品から、

有識者を中心とする審査員により授賞作品（農林水産大臣賞等）を決定し、表彰式を執り行った。 

（３）設計施工マニュアル等の整備 

 「2016 年版 CLT を用いた建築物の設計施工マニュアル」等について、告示改正等の最新の技

術的知見の反映を図った。 

（４）「平成 30年度実施 CLT関連林野庁事業成果報告会」の開催  

 平成 30 年度に実施された CLT に関する林野庁委託・補助事業のうち 13 事業についての成果

報告会を開催した。 

 

なお、各取り組みにおける詳細は以降の章に示す。 
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２．CLT 建築物の設計者向け講習会の開催 

２．１ 目的と実施内容 

 本事業では CLT の需要拡大に必要な設計等を育成するために、2 日間の講習会を全国 7 会場、1 日

の講習会を 1 会場で実施した。講習会の内容検討や会場・講師等の選定にあたっては、委員会とワー

キンググループを設け、有識者および実務者の意見を得ながら進めた。 
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２．２ 委員名簿 

平成 30 年度林野庁「CLT 等新たな木質建築部材利用促進・定着事業のうち CLT 建築物等の設計者

等育成」 

 

CLT設計者育成 委員会 委員名簿 

（順不同） 

委員長    有馬 孝禮    東京大学 名誉教授 

委 員     木村 行道    （公社）日本建築士会連合会 常務理事 

   菊地 良一    （公社）日本建築家協会 参与 

  金子 弘    （公財）日本住宅・木材技術センター 専務理事 

  永田 顕聖    （一社）木を活かす建築推進協議会 事務局長 

行 政  林野庁林政部木材産業課 

協 力  （株）ドット・コーポレーション 

事務局  （一社）日本 CLT 協会 

 

 

CLT設計者育成 作業部会（WG） 委員名簿 

（順不同） 

作業部会長  青木 謙治 東京大学 准教授  

委 員     山辺 豊彦 （有）山辺構造設計事務所 所長 

  宮崎 淳  （株）日本設計 技術管理部 シニアマネージャー 

  渡邉 須美樹 （株）木構研 代表 

  鈴木 秀治 （特非）建築技術支援協会 

  中越 隆道 中越建築設計事務所 

行 政  林野庁林政部木材産業課 

協 力  （株）ドット・コーポレーション 

事務局  （一社）日本 CLT 協会 
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２．３ 講習会の検討および実施 

 委員会での議論を踏まえて WG で具体の検討を進め、講習会テキストを以下の内容で作成した。 

 

２．３．１ 対象者 

 CLTの設計の経験がないが、CLTの設計に取り組んでみようと考えている意匠の設計者を想定し、

これまでに木造を設計したことのない設計者も対象とする。 

 

２．３．２ ゴール 

 CLT パネル工法ルート 1 の設計方法を理解する。 

 

２．３．３ 講義の時間数 

 2 日間で 10 時間程度とする。 

 

２．３．４ 講習で扱う範囲 

CLT パネル工法のルート 1 について扱う。巻末資料として準耐火構造まで含めたテキストを用意し、

意欲のある方には次の設計ステップを示している。 

 

２．３．５ テキストの構成・編集方針 

告示の順を追った構成とするのではなく、意匠設計者が設計イメージをつかみやすい構成とした。

また、テキストは既存の資料の再構成を基本とし、必要に応じて文章や資料の追加作成を行う。さら

に、テキストに加えて実際の設計の際に確認が必要な数値を集めた「データ集」と、より細かな情報

等を入れ、踏み込んだ理解につながる「参考資料」も講習会で配布し、講習会後にも設計の際に手元

で役立つ資料となるよう作成した。 

 

表１ 講習会テキストの構成 

 No.          項目 各
部
設
計
と
設
備
計
画 

No.          項目 

概
要
と
構
造 

CLTを用いた建築物に対する理解 

 

各部設計（外部） 

1 本講習会で対象とする CLTを用いた

建築物 

19 CLTパネル工法の耐久設計の必要性 

2 CLTを用いた建築物と CLTパネル工法

と「ルート 1パネル工法」 

20 CLTパネル工法の耐久設計のクライ

テリア 

3 「ルート１パネル工法」の架構上の特

徴－１ 構成要素 

21 CLTパネル工法の耐久設計の具体的

対応 

4 「ルート１パネル工法」の架構上の特

徴－２ 壁パネル割り 

22 耐久性能を考慮した各部設計 外壁 

使用できる CLT 等についての理解 

 

23 耐久性能を考慮した各部設計 土台 
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5 「ルート１パネル工法」で使用できる

CLTの仕様（JAS） 

24 耐久性能を考慮した各部設計 接合

部まわり（防露対策） 

6 建築関連法規上で定められている

CLTの仕様（基準強度他） 

25 耐久性能を考慮した各部設計 その

他（水を多用する部屋／地盤・床下

／小屋裏・屋根／とい部分） 

7 建築関連法規上で定められている

CLTの仕様（「ルート 1 パネル工法」） 

26 各部詳細 

8 使用できるその他の木質材料（法規

上） 

 各部設計（外部）部門における共通

の参考資料 

9 運搬・施工時の条件による CLTパネル

の寸法の制約 

各部設計（内部） 

10 入手できる CLT の仕様（CLT の生産状

況） 

27 遮音設計の必要性 

「ルート 1パネル工法」の設計手法（躯体

部分） 

28 各部詳細 床仕上げ・天井仕上げ 

11 壁に関する設計ルール 

 

29 各部詳細 界壁の仕上げ 

12 床に関する設計ルール 

 

30 内装制限 

13 CLT床パネルのスパンの目安 

（歩行振動） 

 各部設計（内部）部門における共通

の参考資料 

14 屋根に関する設計ルール 

 

設備計画 

15 基礎および 1階床まわりに関する設

計ルール 

31 給排水設備等の騒音への対応 

「ルート 1パネル工法」の接合部（躯体部

分） 

32 CLT現し仕上げの場合の電気配線の

方法 

16 「ルート 1パネル工法」で求められる

接合部の性能とχマーク金物 

施
工
へ
の
理
解 

施工への理解 

17 各部の接合ルール 33 発注・施工図チェックのための CLT

パネルの加工についての理解 

18 接合金物の選択に当たっての注意点 34 設計・監理に必要な施工についての

理解 

 材料・構造部門における共通の参考資

料 

 

 

 なお、テキストの全文は巻末の参考資料に示す。 
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２．３．６ 演習 

講習会には、演習も含めるが、講習会時は講師がポイントについて説明し、課題を持ち帰り後日提

出とする。敷地やプランは自由に設定してもらい、平面図、立面図、壁・床・屋根パネル図（割り付

けと金物の位置を明記）の作成を演習課題とする。提出された課題はすべて事務局で確認し、修正が

必要な点等をチェックして返却することで、受講者の理解のフォローアップを図った。 

 

２．３．７ 修了者  

演習課題を提出し、かつ希望した者については、CLT 協会 HP にて修了者の紹介をしている。 

修了者紹介ページ（http://clta.jp/workshop-graduates/） 

 

２．４ 講師  

２．４．１ 講師の選定 

委員会および WG にて検討のうえ講師候補を選出し、それぞれの講師の都合等を鑑みて、各会場で

講師を依頼した。 

 

２．４．２ 講師一覧 

 実際に担当した講師は次の表の通りである。 

 

表２ 講師一覧（敬称略、（ ）内は所属） 

会場名 
講師① 

担当：構造と概要 

講師② 

担当：各部設計と 

設備計画 

講師③ 

担当：施工への理解 

講師④ 

担当：CLT建築物の

遮音マニュアル 

北海道会場 鳥羽展彰 

（銘建工業） 

事務局 

（日本 CLT協会） 

車田慎介 

（銘建工業） 

事務局 

（日本 CLT協会） 

宮城会場 中越隆道 

（中越建築設計） 

加納英範 

（建築技術支援協

会） 

木村光行 

（木村建造） 

守時秀明 

（住友林業） 

東京会場 塩﨑征男 

（山佐木材） 

大倉靖彦 

（ｱﾙｾｯﾄﾞ建築研究

所） 

木村光行 

（木村建造） 

河野友弘 

（大和ﾊｳｽ工業） 

兵庫会場 渡邉須美樹 

（木構研） 

中越隆道 

（中越建築設計） 

車田慎介 

（銘建工業） 

笠井祐輔 

（日本建築総合試

験所） 

奈良会場 鳥羽展彰 

（銘建工業） 

大倉靖彦 

（ｱﾙｾｯﾄﾞ建築研究

所） 

車田慎介 

（銘建工業） 

笠井祐輔 

（日本建築総合試

験所） 

  

http://clta.jp/workshop-graduates/
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岡山会場 鳥羽展彰 

（銘建工業） 

加納英範 

（建築技術支援協

会） 

車田慎介 

（銘建工業） 

森則理 

（大建工業） 

福岡会場 鳥羽展彰 

（銘建工業） 

栗原潤一 

（ﾐｻﾜﾎｰﾑ総合研究

所） 

木村光行 

（木村建造） 

江川隼太 

（ﾚｵﾊﾟﾚｽ 21） 

長崎会場 事務局 

（日本 CLT協会） 

※長崎会場のみ 1 日開催のため、他会場とはプログラムが異なる。 

 

 

２．５ 講習会の開催 

２．５．１ 「CLT 設計者向け講習会」概要 

 講習会の開催地は、全国各地をカーバーし、地方在住の設計者等でも参加しやすくなるよう割り振

った。また、CLT 実物件の見学時間を設け、座学と併せることでより理解が深まるような構成とした。

ただし、東京会場は近隣に見学できる物件がなく、北海道会場は見学予定物件の建設工期に変更が生

じたため、座学のみとなった。さらに、「CLT 建築物の遮音設計マニュアル」が本事業とは別の事業

で作成されていたため、本講習会の中で同マニュアルの周知・解説の時間を設けた。 

 その他講習会の概要は以下の通りである。 

  

CLT設計者向け講習会 概要 

開催回数：8 回（2 日間×7 回、1 日×1 回） 

開催期間：2018 年 10 月～2019 年 2 月 

開催会場：会場名の後の（）内は開催日である。 

①北海道会場（12/6～7）：TKP 札幌ビジネスセンター（札幌市中央区北 3 条西 3－1－44） 

②宮城会場（11/13～14）：東北大学 CLT モデル施設実証棟（仙台市青葉区荒巻字青葉 6－6） 

③東京会場（10/4～5）：日本 CLT 協会（中央区東日本橋 2－15－5） 

④奈良会場（11/6～7）：ぷろぼの福祉ビル（奈良市大宮町 3－5－14） 

⑤兵庫会場（11/8～9）：吉野石膏 神戸研修センター（神戸市中央区港島南町 1－6－3） 

⑥岡山会場（12/18～19）：天満屋倉敷店 6 階会議室（倉敷市阿知 1－7－1） 

⑦福岡会場（11/26～27）：（1 日目）八重洲博多ビル（福岡市博多区博多駅東 2－18－30） 

（2 日目）大匠建設 井上ビル（筑紫郡那珂川町恵子 1－47） 

⑧長崎会場（2/21）：長崎県建設技術センター（大村市池田 2－1311－3） 

定員：20名 

受講料：無料 

その他：CPD制度対象 
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２．５．２ 講習会の様子 

 各会場での講習会の様子を記す。 

 

 

写真１ 林野庁の挨拶（東京会場） 

 

 

写真３ 木村講師の説明（東京会場） 

 

 

写真５ 渡邉講師の説明（兵庫会場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 大倉講師の説明（東京会場） 

 

 

写真４ 演習課題の説明（東京会場） 

 

 

写真６ 笠井講師の説明（兵庫会場） 
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写真７ 加納講師の説明（岡山会場） 

 

 

写真９ 車田講師の説明（岡山会場） 

 

 

写真８ 森講師の説明（岡山会場） 

 

 

写真１０ 河合講師の説明（長崎会場）

 

２．５．３ 見学会の様子 

 各会場での見学会の様子を記す。 

 

写真１１ ぷろぼの福祉ビル外観（奈良会場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１２ 耐力壁として一部現し（奈良会場） 
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写真１３ １階食堂の机も CLT（奈良会場） 

 

 

 

写真１５ 吉野石膏神戸研修センター（CLT建

築物ではない）外観（兵庫会場） 

 

 

写真１７ 遮音性能の説明（兵庫会場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１４ 施主の山内理事長からの話 

（奈良会場） 

 

 

写真１６ ボード類の説明（兵庫会場） 

 

 

 

写真１８ 大匠建設外観（福岡会場） 
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写真１９ 建物概要の説明（福岡会場） 

 

 

写真２１ カバヤホーム倉敷 CLT店外観 

（岡山会場） 

 

 

写真２３ 木造軸組の壁・床・天井に利用 

（岡山会場） 

 

 

 

 

 

 

写真２０ 建物内観（福岡会場） 

 

 

写真２２ 軒天現しによる外装利用 

（岡山会場） 

 

 

写真２４ ヒノキ壁とスギ天井 

（岡山会場） 
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２．６ アンケート結果 

２．６．１ 回答状況 

 各会場の参加者数とアンケート回答者数は、次の表の通りである。 

 

表３ 講習会参加者数とアンケート回答者数 

 東京 奈良 兵庫 宮城 福岡 北海道 岡山 長崎 計 回答率 

参加 

者数 

12 8 8 18 14 14 18 34 126 

87.3% 
回答 

者数 

12 7 8 16 12 14 14 27 110 

 

 

２．６．２ 回答内容 

 アンケートの集計結果を以下に記す。 

 

（１）本講習会を受講した理由 

a) CLTを使った手物の設計予定がある 27 

b) 設計の予定はないが今後設計したい 52 

c) 設計をするつもりはないが勉強のため 25 

d) その他    6 

 

（２）本講習会をどうやって知りましたか？ 

a) インターネット      48 （CLT協会 HP、CPD制度検索等)  

b) CLT協会メールマガジン     11 

c) その他      45 （知人の紹介、社内会回覧、都道府県 CLT団体、 

都道府県建築士会、自治体） 

 

（３）CLTに関連してどのような情報や講習会・イベントがあるとよいですか？（複数回答可） 

a) 構造に関する情報   77 

b) 意匠に関する情報   60 

c) 海外情報    12 

d) 見学会    62 

e) その他    10 
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（４）回答者について 

年齢  20～30代：36  ／  40～50代：46  ／  60代以上：23 

性別  男性：91 ／  女性：16 

普段の業務（複数回答あり） 

a) 意匠設計   56 

b) 構造設計   27 

c) その他   32 （施工、発注者、行政等） 

 

設計されている方の場合、 

（５）設計経験年数 

a) 1～10年   25 

b) 11～20年   19 

c) 21年～   40 

 

（６）普段設計している建物（複数回答可） 

a) 在来木造   60 

b) 2×4    7 

c) 中・大規模木造  19 

d) S造    52 

e) RC造   54 

 

今回の講習会について、 

（７）全体構成はいかがでしたか？ 

a) 大変良かった    30 

b) よかった    72 

c) あまり良くなかった   1 

d) よくなかった    1 

 

（８）全体の講習時間はいかがでしたか？ 

a) ちょうどよかった   66 

b) 短かった    2 

c) 少し短かった    3 

d) 少し長かった    29 

e) 長かった    3 
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（９）それぞれの内容についていかがでしたか？ 

  理解しやすか

った 

まあ理解でき

た 

わからない所

があった 

わかりにく 

かった 

(1) CLT建築物に対する理解 43 52 8 2 

(2) 使用できる CLT についての理解 35 58 10 2 

(3) 設計手法（躯体部分） 24 56 22 2 

(4) 各部設計（外部） 26 60 17 1 

(5) 各部設計（内部） 25 62 16 1 

(6) 設備部分との取り合い 21 56 24 2 

(7) 遮音マニュアル 18 47 10 3 

(8) 施工への理解 39 51 8 0 

(9) 演習問題説明 13 42 14 4 

 

 

（１０）（９）で「わからないところがあった」、「わかりにくかった」とお答えになった方は、ど

のあたりをそう感じましたか？ 

 用語と記号の関係をすぐに理解できないので、異等級とＭｘなどは併記してあるとよい。 

 木造の知識がなので、言葉が難しかった。 

 遮音は専門性が高い。 

 ・ 強軸と弱軸、床（屋根）の張る方向と耐力壁の位置関係について、注意点などもう少し説明  

が欲しかった。 

・ 演習問題など構造の専門でないと分かり辛いところがあり、構造屋と一緒に受ければよかっ

た。 

 

（１１）本講習会についてのご意見・ご感想を自由にお書きください 

 CLTへの理解が深まり、とても有意義な 2日間だった 

 CLT普及のために戸建てに取り組んでいきたい。 

 ルート 2、3の講習会も開いてほしい。 

 ・ 3 つの資料を行き来するので、全体の流れが分かりにくい。テキスト独自の内容か告示の内

容か、もう少し整理を。 

・ 設計から施工に至るまで共有するところが多かった。将来性が高い建築だと思った。 

 

２．７ 今後の課題 

上記アンケートをふまえて委員会・WG にて議論したところ、以下の点が今後の課題として挙がっ

た。 

 

（１） 講習時間・・・今後の開催については、1 日で完結する内容とするのが望ましい。 

・ 多忙な設計者を 2 日間拘束するのは、参加を検討するうえでマイナスに働く。 
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・ 講習会の初日には参加していたが、2 日目は業務の都合で欠席もしくは代理出席する場面も、

いくつかの会場で見受けられた。 

・ アンケート結果からも、講習時間が「長い」と感じている方が一定数存在する。 

 

（２） 演習課題・・・抜本的に見直す。 

・ 課題の提出率がよくない。 

・ そもそも課題を提出できる経験等のない意匠設計者以外の業種の参加者が一定数存在する。 

・ 業務が多忙であることを理由に課題提出を辞退する受講者が一定数存在する。 

 

（３） テキスト・・・構成の見直し。 

・ 3 部構成のテキストを行き来しながらの説明方法に混乱する受講者がいる。 

・ 仮に来年度は 1 日の講習を実施する場合には、テキストの見直しが必要である。 

・ 講習会の説明用にはコンパクトなテキストにして、その他詳細資料を別冊に設ければよいの

ではないか。 

 

（４） 開催地・・・実効性のある場所の選定。 

・ 地方の大都市が必ずしも、集客がうまくいっているわけではない。 

・ 地方都市によっては CLT 普及団体を立ち上げ熱心に活動している。そういった地域とうま

く連携を取りながら、講習会を開催できればよい。 
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３．CLT アイディアコンテスト 2018 の開催 

３．１ 目的 

 CLT はその構造特性から、これまで木材があまり使われてこなかった非住宅や中・大規模建築物な

どに用いられることにより、林業及び木材産業の成長産業化による地方の持続的な産業育成と雇用確

保を通して、地方創生の実現に寄与するものとして関心が高まっている。また、木材が持つ断熱性・

調湿性による建築物の省エネ・省 CO2 化など、人や環境に優しい都市づくりの面でも効果が期待さ

れている。しかし、実現するためには構造性能のみならず、耐久性や防火性、遮音性、温熱環境など

様々な検討が必要であり、それらに準拠する技術的根拠や規準の整備が十分ではなく、至難である。 

 そこで、当協会で主催し、4 回目を数える「CLT アイディアコンテスト 2018」に「アイディア部

門」と昨年に続き「設計部門」を設け、CLT の様々な利用方法の可能性を見出し、これを普及・活用

促進する機会となるよう CLT を使用した未来の風景を幅広い視点から募集するアイディアコンテス

トを実施した。 

 

３．２ 募集部門 

 今回募集した部門は下記の 2 部門である。 

（１）設計部門・・・設計実務者や建築系学生を対象に、テーマを設けて建築アイディを募集。 

（２）アイディア部門・・・用途やテーマ、応募条件を設けず、幅広い方から自由なアイディアを募 

集。 
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図１ コンテストのポスター 
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３．３ 設計部門の募集内容 

（以下、募集内容より抜粋） 

 

３．３．１ 募集作品 

テーマは「5 階建て以下の事務所建築」です。CLT の普及が進むヨーロッパなどでは、CLT を採用

することで中・大規模建築などのこれまでにない木造建築物が多数建てられるようになっています。

CLT の普及を目指す日本においても、中・大規模建築への CLT の適用は、これから目指していくべ

き大きなテーマです。 

今回はその中でも「5 階建て以下の事務所建築」にたいする提案を募集する理由は、広く需要があ

る建物であり、全国的に波及効果も大きいからです。また、これまで木造のマーケットとして捉えら

れてこなかった新たな分野であることも大きな理由です。RC 造等からのただの置き換えではなく、

新たな価値を生み出すような提案を募集します。 

 

３．３．２ 審査基準 

 本コンテストの趣旨を踏まえ、以下の項目を審査基準とした。 

① 技術的課題に対する具体的かつ効果的な提案が含まれているもの 

② CLT が使われている理由が明確であるもの 

③ CLT の利用について普及効果があるもの 

④ 林業・林産業の振興に資するも 

⑤ CLT を使用した工法の新たな技術開発に資するもの 

  

３．３．３ 審査委員 

 審査委員は三井所清典 芝浦工業大学名誉教授を委員長とし、都市計画、構造・工法、防耐火、環

境・省エネ等、建築に精通する学識経験者および実務経験者等で構成した。以下に審査委員を記す。 

 

 審査委員長  三井所 清典 芝浦工業大学 名誉教授 

 審査委員  坂本 雄三  東京大学 名誉教授 

    腰原 幹雄  東京大学生産技術研究所 教授 

    安井 昇   桜設計集団一級建築士事務所 代表 

    原田 真宏   芝浦工業大学 教授 

 

３．３．４ 募集規定 

（１）応募資格 

 ・設計の実務経験者、建築を学ぶ学生（大学生、大学院生、専門学校生など） 

 ・年齢不問。CLT 設計の実績の有無は不問 

 ・複数名によるチームでの参加も可能（企業としての参加も可能） 
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（２）テーマ： 5階建て以下の事務所建築 

5 階建て以下の事務所建築の設計のためには、構造、意匠、設備、性能（防耐火、遮音、温熱、

施工など）上、解決すべき様々な課題があります。これらの課題にたいする提案を含んだ内容と

してください。鉄筋コンクリートや鉄骨、CLT 以外の木質材料など、他の材料・工法と組み合わ

せて CLT を部分的に利用する提案も幅広く受け付けます。 

設計は告示の範囲のものでも、告示の範囲を超えた大臣認定取得を想定した提案でも、どちら

でも構いません。なお建築基準法上の、耐火構造等とすべき木造建築物の対象の見直し（高さ

13m・軒高 9m 超 →高さ 16m 超・階数 4 以上）についても、本コンテストでは法令の改正に先

立ち、適用を認めます。また事務所以外の用途の区画または階を設けることも可能ですが、建物

全体の主要用途としては事務所としてください。 

提案にあたっては、実在する任意の場所を設定してください。日本国内であればどの地域であ

っても構いません。ただし、どのような街のどのような場所かということも表現してください。 

 

（３）募集期間 

   2018 年 8 月～2018 年 10 月末（専用 HP 上で受付） 

 

（４）応募方法 

   作品は A2（420×594mm）横使い 2 枚以内とし、PDF データ応募を受け付けた。 

（応募データ） 

・図面、パース、ドローイング、CG、模型写真など表現方法や書式は自由 

・文字の大きさは 14 ポイント以上 

・データ容量は最大 20ＭＢまで 

・文字データはフォント埋め込みすること 

（応募点数）  

・応募者 1 名もしくは 1 グループにつき 1 点 

（応募上の注意） 

・応募作品の中には、個人・団体等を特定する記載はしないこと 

・応募データには作品以外のものが一緒に入らないように、また、天地が逆にならないよう

応募すること 

 

３．３．５ 表彰 

優秀賞： 3 点（農林水産大臣賞／国土交通大臣賞／環境大臣賞 各 1 点ずつ） 

副賞として、CLT10 ㎥ または 海外 CLT 視察ツアーご招待 もしくは 賞金 50 万円 

  学生賞： 1 点程度 

 

 なお、応募作品については、日本 CLT 協会がおこなう広告、出版物、ホームページ、イベントの

展示などに使用することができる。 
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３．４ 設計部門の審査および結果 

３．４．１ 審査会について 

合計で 39 者の事前登録があり、そのうち 13 の応募作品につき、審査会ではまず各審査員が応募作

品を確認した後に候補作品を5点ずつの投票を行った。その後、審査委員が各作品の感想を述べつつ、

評価できる点や懸念する部分について協議した。議論が尽くされた時点で優秀賞3点の決定を行った。   

議論の段階で最終的に候補に残っていた 1 作品についても、優れた提案であったため、協議のうえ

「CLT 協会賞」を追加し、授与することした。受賞作品は以下の表の通りである。 

なお、本コンテストの結果や提案作品は日本 CLT協会のホームページでの公開、冊子を作成して配

布するなど周知を行った。 

 

表４ CLTアイディアコンテスト 2018 設計部門 受賞作品／受賞者 

賞 作品タイトル チーム名 所属 代表者 

優 

秀 

賞 

農林水産

大臣賞 

New Standard for Wooden 

Architecture 

(株)三井ホームデザイン研究所 

施設設計部 

川中 彰平 

国土交通

大臣賞 

SOHO-SHIN IMAMIYA 好川拓建築設計事務所 好川 拓 

環境大臣

賞 

CLT-Vault Kraft Architects 中村 篤史 

特 

別 

賞 

CLT協会賞 Cubic Shell CLT (株)大林組 中高

層木造チーム 

(株)大林組 熊谷 由章 

学 

生 

賞 

CLT協会賞 CROSS OFFICE ミカケン 西日本工業大

学院 

吉田 茜 

光差す木洞オフィス 東京大学大学院 中安 祥太 
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３．４．２ 各受賞作品について 

[優秀賞 農林水産大臣賞]   New Standard for Wooden Architecture 

(株)三井ホームデザイン研究所 施設設計部 川中彰平、大芝宗一郎、高橋健煕  

 

 

 

さまざまな材料を組み合わせ CLT とツーバイフォーをつなぐものとして、NLT(Nail Laminated 

Timber)を取り入れた作品。今後発展していくアイデアとして評価され農林水産大臣賞の受賞となっ

た。 

審査委員からは「これまで何年かやってきて大きなものや工夫を凝らしたものも全国に事例が出て

きている。今後展開を図っていくときに、ツーバイフォーと CLT の提案はよい」「平行弦トラスを設

備、配管のスペースとしているのは、アメリカのツーバイフォーでは多くて日本では少ない。これか

らこういうことも考えてほしい」等のコメントがあった。 
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[優秀賞 国土交通大臣賞] SOHO SHIN-IMAMIYA 

好川拓建築設計事務所 好川拓 

 

 

 

シンプルなデザインの中に、どんな建物でも CLT にするのではなく、現行の準耐火でできる法規

のなかで CLT の特長を生かした敷地と条件を設定した作品で、今後に普及していく可能性がある形

式と評価され、国土交通大臣賞の受賞となった。 

審査委員からは「パネルをきちっと構造体として使って現実的で、評価できる」「圧縮側で CLT を

使っていて、引っ張りが勝つスラブの方をコンクリートにし、庇部分で延焼を防ぐ。その考えが簡明

にデザインに出ている」等のコメントがあった。 
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[優秀賞 環境大臣賞]  CLT‐Vault    

Kraft Architects 中村篤史、佐藤ひらり 

 

 

 

応募作品中、構造的な提案をした数少ない案で、空間のデザイン的な曲面をつくるために CLT の

圧縮でなめらかな曲面をつくり、アーチ状の鉄骨の間の空間を設備で使用。その CLT を曲面で使用

するアイデアと省エネルギーや空調への工夫が評価され、環境大臣賞の受賞となった。 

審査委員からは「遮音、断熱、調湿を最大限活かし環境大臣賞にふさわしい」、「構造的に合理性を

持ちながら、三層のデザインが大胆に出てくるのも面白い」等のコメントがあった。 
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[特別賞 CLT 協会賞]  Cubic Shell CLT 

㈱大林組 中高層木造チーム 熊谷由章、山中昌之、榎本浩之、貞弘雅晴、野口悌子、高山峻、太田

真理、溝呂木健 

 

 

 

3 階建ての応募作品が多い中、5 階建てに挑戦した作品。CLT の好きなところを刳り抜けるという

素材感を活かしたデザイン的な面白さが評価された。  
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[学生賞 CLT 協会賞] CROSS OFFICE 

西日本工業大学大学院 ミカケン 吉田茜、水田悠介、池上拓臣、中村大輔、真子幸輝 

 

 

 

オフィスの皆で使う気持ちのよい場所がダブルグリッドを使用することで、柔らかい木でも疑似的

なスタンスがとれ、剛的な接合ができるのではと解釈され、そのデザイン性が評価された。右上がり

と左上がりのパネルと床の交差点がもう少しあってもいいのではとの指摘もあった。  
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[学生賞 CLT 協会賞] 光差す木洞オフィス 

東京大学大学院 中安祥太 

 

 

 

5 階建て以下の事務所建築の案で、消防設備と避難安全面が評価された。また 1F が RC で提案す

るという点も学生とは思えない優れた現実性のある作品だと評価された。  
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３．５ アイディア部門の募集内容 

（以下、募集内容より抜粋） 

 

３．５．１ 募集作品 

CLT による未来の風景を A3 用紙 1 枚に描いてください。作品には、必ず魅力的なタイトルと説明

文をつけてください。表現方法は、絵、3D パース、風景写真、模型写真、コラージュ、実物大サン

プルの写真など、ビジュアルで示せるものであれば何でも結構です。 

  

３．５．２ 審査委員 

 審査委員は、淺井愼平氏と涌井史郎氏が 2015 年当初から当部門の審査委員をつとめており、本年

度は構造エンジニアである金田充弘氏にもつとめていただいた。 

 

 審査委員  淺井 愼平  写真家 

    涌井 史郎  造園家 

    金田 充弘   東京芸術大学 准教授 

     

３．５．３ 募集規定 

（１）応募資格 

 ・制限なし 

 

（２）募集期間 

   2018 年 8 月～2018 年 10 月末（専用 HP 上で受付） 

 

（３）応募方法 

   作品は A3 用紙 1 枚とし、PDF もしくは JPG データ応募を受け付けた。 

（応募データ） 

・図面、パース、ドローイング、CG、模型写真など表現方法や書式は自由 

・JPG の場合、解像度は 350dpi 

・文字データはフォント埋め込みすること 

（応募点数）  

・応募者 1 名もしくは 1 グループにつき 1 点 

（応募上の注意） 

・応募作品の中には、個人・団体等を特定する記載はしないこと 

・応募データには作品以外のものが一緒に入らないように、また、天地が逆にならないよう

応募すること 
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３．５．４ 表彰 

優秀賞：1 点。副賞として、旅行券 10 万円分 

  審査員賞： 2 点。副賞として、下記のいずれか 1 つ。 

  ・ハウステンボス「変なホテル」ペア宿泊券＋旅行券（3 万円分） 

・造作用 CLT パネル（36×910×1820mm、加工応相談）1 枚 

・CLT 関連商品 

  

なお、応募作品については、日本 CLT 協会がおこなう広告、出版物、ホームページ、イベントの

展示などに使用することができる。 

 

３．６ アイディア部門の審査および結果 

３．６．１ 審査会について 

合計で 56 者の事前登録があり、そのうち 25 の応募作品につき、審査会ではまず各審査員が応募作

品を確認した。その後、審査委員が各作品の感想を述べつつ、評価できる点や懸念する部分について

協議した。議論が尽くされた時点で優秀賞 1 点を決定した。さらに、各審査員が 1 点ずつ審査員賞を

決定した（3 点の審査員賞うち 1 点は最優秀賞と重複）。 

なお、本コンテストの結果や提案作品は日本 CLT協会のホームページでの公開、冊子を作成して配

布するなど周知を行った。 

 

表５ CLTアイディアコンテスト 2018 アイディア部門 受賞作品／受賞者 

賞 作品タイトル チーム名 所属 代表者 

優秀賞 CLTP 近畿大学 河本 俊登 

審査委員賞 “Break” Water 東北大学大学院 堀内 雄太 

タテヨコ sketch 日本大学 細井 大佑 
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３．６．２ 各受賞作品について 

[優秀賞]   CLTP 

近畿大学 河本俊登  
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[審査委員賞]  “Break” Water 

東北大学大学院 堀内雄太  
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[審査委員賞]  タテヨコ 

日本大学 sketch  細井大佑、鈴木航大  
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３．７ 表彰式 

表彰式は 2019 年 3 月 4 日に開催し、審査委員長による講評、表彰状の授与、優秀賞受賞者による

作品のプレゼンテーション等をおこなった。当日の司会は 2019 年度ミス日本みどりの女神の藤本麗

華さんが務めた。 

  

開催日時 2019 年 3 月 4 日 10:30～11:45 

 開催場所 すまい・るホール（東京都文京区後楽 1-4-10 住宅金融支援機構本店 1 階） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２５～３０ 

表彰式の様子（左上から右下の順に、司会のミス日本みどりの女神 2018・藤本麗華さん、来賓の農林

水産大臣政務官・高野光二郎氏の祝辞、設計部門審査委員長・三井所清典氏による講評、農林水産大

臣賞受賞者による受賞作品の紹介、設計部門受賞者の写真、アイディア部門受賞者の写真） 
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３．８ 冊子やホームページでの作品の公表 

受賞作品と応募作品をまとめた冊子を作成した。冊子は応募者への配布や、イベント等での配布を

することにより、本コンテストの認知向上や CLTへの理解を高めることに役立てることとしている。 

また、ホームページでも結果を公表した。 

 

 

図２ ホームページでの結果発表 

 

３．９ まとめ 

設計部門の応募者は、昨年度と比べ幅広い層からの応募があり、CLT 利用の裾野の広がりを感じさ

せるものだった。また、作品の質自体も非常に現実性の高いものとなっており、CLT の使い方が正し

く理解されているのがうかがえた。 

アイディア部門については、すべて大学生が受賞しており、若い感性が CLTの新たな未来を拓いて

いく頼もしさがみられた。一方で、現実可能性は高いものの CLT である必然性が低いものや、CLT自

体の特性を正しく認識されていない作品もあった。引き続き一般の方に向けた CLTの普及活動を、本

コンテストを通して実施していくことが重要である。 
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４．「平成 30 年度実施 CLT 関連林野庁事業成果報告会」の開催 

 林野庁委託・補助事業において、平成 30 年度に取り組まれた CLT 関連事業の成果を共有し、取り

組み状況などの情報を発信する場として計 13 事業についての報告を実施した。 

  

４．１ 開催日時および概要 

 日 時： 2019 年 3 月 4 日（月）11:55-16:35（昼休憩有） 

 場 所： すまい・るホール （東京都文京区後楽 1-4-10 住宅金融支援機構本店 1 階） 

 主 催： （一社）日本 CLT 協会 

 参加資格なし、参加費無料 

 

４．２ プログラム 
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写真３１ 報告会の様子 

 

５．３ 参加者数及びアンケート結果 

 本報告会参加者に対し実施したアンケートの回答を以下に記す。 

 

（１） 全体構成・内容について 

a) 大変良かった  11 

b) 良かった  29 

c) あまり良くなかった  1 

d) よくなかった   0 

 

（２） 参考になった、又は今後も継続してほしい事業報告 

01 デベロッパー（開発者）等のためのＣＬＴ講習会（（特非） 建築技術支援協会）  7 

02 有開口耐力壁の開発（(一社)日本 CLT協会）     8 

03 CLT 建築物の設計施工マニュアルの整備、設計者向け講習会（(一社)日本 CLT協会）  11 

04 CLT パネル工法における架構方法の合理化と構造モデルの簡略化（（株）日本システム設計） 20 

05 CLT パネル工法の構造計算関係規定の拡充・合理化（（株）日本システム設計）  22 

06 CLT の基準強度設定等に向けた強度データ収集（（国研）森林研究・整備機構 森林総合研究所） 19 

07 CLT 建築物等の設計者等育成（（株）ドット・コーポレーション）   25 

08 CLT を活用した建築物の企画・設計支援（(一社)日本 CLT協会）   16 

09 木造軸組工法による中大規模木造建築物の構造設計指針の作成（東京大学大学院） 16 

10 中大規模木造の普及促進に関する情報発信（日経 BP 社）    12 

11 燃えしろ設計を考慮した軸組併用型 CLT パネル工法の開発（木構造振興（株）） 15 

12 鉄骨造建築の床への CLT の利用（工法の改善）（山佐木材㈱）   28 

13 鉄骨フレームと CLT 耐震壁を組み合わせた標準納まりと設計法の開発（京都大学） 25 
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（３） 本報告会についてのご意見・ご感想 ( )内は同様の意見の数 

全体内容について 

・ 大変良い報告会でした 

・ スクリーンをもう少し大きなものにして欲しい。 

・ 今後の CLT設計に関します重要な情報、試験結果、等が把握でき大変参考となりました。CLT

の活用方法へのアイデアにもつながると存じます。 

・ CLTに対して様々な研究がなされていることが分かり、勉強になった。より多くの人に知っ

てもらうため、今回の報告会を紹介するポスターや広告類を各大学に配ることも１つの方法

であるように感じた。 

・ 床の開口についても実験してほしい。（防水のルーフドレンの穴など） 

・ CLTが想像以上に様々な方面へ展開されていることがわかってよかった 

 

構成・時間について 

・ 事業報告１件１５分で多く聞けて良かった。 

・ １～１．５時間に１回のペースで休憩があると良かった。 

・ 例年、この時期に開催されているが、４月以降に開催した方が、出席者は増えるのでは？ 東

京だけの開催では、地方の CLT建築が進まないのでは？ 

 

資料について 

・ 資料はカラーが望ましい。 

・ 実験等の手元資料とスライド資料の差が大きい。（手元資料にないスライドが画面で多い） 

・ 紹介パワポ以外の資料の配布（データ等）がほしかった。 

 

その他 

・ 実建物の見学会、施工中見学会等実施して頂きたいです。 

・ 防耐火のセミナーでの実例公開、都市中大規模木造でのメリットのアピール（コストを含め） 

 

（４） CLTに関連しての情報や講習会・イベント要望 

a) 構造  24 

b) 意匠  14 

c) 施工  19 

d) 防耐火 22 

e) 温熱性能 12 

f) 接合金物 20 

g) 海外情報 12 

h) 現場見学会 19 

i) 工場見学会 8 

j) その他  2 （遮音、コスト） 
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年齢  20代： 4  ／  30代： 1  ／  40代： 13   ／  50代： 13  ／  

60代以上： 10 

性別  男： 39  ／  女： 3 
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５．CLT を用いた建築物の設計施工マニュアル等の整備 

５．１ 目的 

 「2016 年版 CLT を用いた建築物の設計施工マニュアル」（以下、「設計施工マニュアル」という。）

及び「2016 年公布・施行 CLT 関連告示等解説書」（以下、「告示解説書」という。）（以下、設計施

工マニュアルと告示解説書を合わせて「設計施工マニュアル等」という。）については、最新の技術

的知見を反映し、整備していく必要がある。 

 このため、平成 30 年 3 月公布・施行の耐火構造等に関する告示の改正や平成 30 年 12 月公布の

CLT の基準強度の拡充に関する告示の改正、CLT パネル工法の構造計算手法の拡充・合理化に関す

る最新の技術的知見を反映し、設計施工マニュアル等を整備していくことを目的とする。 

 

５．２ 実施内容 

（１）CLT パネル工法の構造計算手法の拡充・合理化に関する最新の技術的知見の反映のための検討 

   CLT パネル工法の構造設計法に関して、平成 30 年度に林野庁事業として以下の 2 つの事業が

実施された。 

    ①CLT パネル工法における架構方法の合理化と構造モデルの簡略化検討（平成 30 年度林業

成長産業化総合対策補助事業 CLT 等新たな木質建築部材利用促進・定着事業） 

    ②CLT パネル工法の構造計算関係規定の拡充・合理化検討（平成 30 年度 CLT 等新たな木

質建築部材利用促進・定着委託事業（国による開発）） 

   ①の事業では、設計用構造モデルの簡略化を図るため、MS（Multiple Spring）要素の適用を

主眼として、具体的な構造モデル構成方法の検討と、いくつかの構造実験を踏まえた妥当性検証

が行われた。②の事業では、ルート 1 関係規定の拡充・合理化、架構形式（梁勝ち架構）、解析

モデル簡略化及び材料等の項目について検討が実施された。 

   本事業では、設計施工マニュアル等へ反映する観点から、これらの事業について実施内容や事

業成果、残課題について検討を行い、設計施工マニュアルの記載内容の修正や説明の追記の方針

について検討した。詳細は報告書としてまとめ、付録 CD-ROM に収録している。 

 

（２）CLT の基準強度の拡充（強度区分の追加）に関する改正告示の反映 

   平成 30 年 12 月 12 日に特殊な許容応力度及び特殊な材料強度を定める件の一部を改正する件

（平成 30 年国土交通省告示第 1324 号）が公布され、平成 31 年 3 月 12 日に施行された。この

改正で、新たな樹種や等級区分に応じた基準強度が追加された。 

   また、平成 30 年 4 月 20 日から平成 30 年 5 月 19 日にかけて、「直交集成板の日本農林規格の

一部改正案」についてパブリックコメントが実施された。 

   本事業では、これらの改正告示及び改正告示案について告示解説書及び設計施工マニュアルに

反映した改訂原稿案を作成した。改訂原稿案は付録 CD-ROM に収録している。 

 

（３）耐火構造及び準耐火構造に関する改正告示の反映 

平成 30 年 3 月 22 日に耐火構造の構造方法を定める件の一部を改正する件（平成 30 年国土交

通省告示第 472 号）及び準耐火構造の構造方法を定める件の一部を改正する件（平成 30 年国土
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交通省告示第 473 号）が公布・施行され、木造の柱、はり、床、屋根及び階段の耐火構造の例示

仕様が追加された。 

   本事業では、これらの改正告示について告示解説書及び設計施工マニュアルに反映した改訂原

稿案を作成した。改訂原稿案は付録 CD-ROM に収録している。 

 

（４）成果物の構成 

   付録 CD-ROM に収録した成果物は以下のとおりである。 

    ①CLT パネル工法の構造設計法に関する平成 30 年度林野庁事業成果の CLT 設計施工マニ

ュアルへの反映に向けた検討報告書 

    ②CLT 関連告示等解説書 第 4 章 直交集成板の許容応力度・材料強度の解説 改訂原稿案 

    ③CLT を用いた建築物の設計施工マニュアル 第Ⅱ部第 2 章 材料・耐久性 改訂原稿案 

    ④CLT を用いた建築物の設計施工マニュアル 第Ⅳ部第 1 章 材料 改訂原稿案 

    ⑤CLT 関連告示等解説書 第 6 章 防耐火設計に係る構造方法の解説 改訂原稿案 

    ⑥CLT を用いた建築物の設計施工マニュアル 第Ⅱ部第 3 章 防火 改訂原稿案 

    ⑦CLT を用いた建築物の設計施工マニュアル 第Ⅴ部 防耐火設計 改訂原稿案 

 

５．３ 実施体制 

 本事業は、平成 29 年度の CLT 設計施工マニュアル編集委員会の委員を中心とする委員会を設置し

て実施した。また、委員会の下に、構造、材料・耐久性及び防耐火の 3 つの小委員会を設け、具体的

な検討や改訂原稿案の作成等を行った。次頁に委員会名簿を示す。 
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ＣＬＴ設計施工マニュアル編集委員会 名簿 

（順不同、敬称略） 

委員長 坂本 功 東京大学名誉教授 

委員 有馬 孝禮 東京大学名誉教授 

 松留 愼一郎 職業能力開発総合大学校名誉教授 

 安村 基 静岡大学名誉教授 

 河合 直人 工学院大学 建築学部建築学科 教授 

 五十田 博 京都大学生存圏研究所 生活圏構造機能分野 教授 

 腰原 幹雄 東京大学生産技術研究所 教授 

 中島 史郎 宇都宮大学 地域デザイン科学部 建築都市デザイン学科 教授 

 山辺 豊彦 (有)山辺構造設計事務所 代表取締役 

 三宅 辰哉 (株)日本システム設計 代表取締役 

 大村 和香子 (国研)森林研究・整備機構 森林総合研究所 木材改質研究領域 領域長 

 宮武 敦 (国研)森林研究・整備機構 森林総合研究所 複合材料研究領域 

集成加工担当チーム長 

 槌本 敬大 (国研)建築研究所 材料研究グループ 上席研究員 

福山 洋 国土技術政策総合研究所 建築研究部長 

 成瀬 友宏 国土技術政策総合研究所 建築研究部 防火基準研究室長 

 貞広 修 (一社)日本建築構造技術者協会 

 木林 長仁 (一社)日本建築構造技術者協会 

 大熊 久理子 日本建築行政会議 

 金岡 宏幸 日本建築行政会議 

 佐久間 浩一 日本建築行政会議 

 向井 昭義 (公財)日本住宅・木材技術センター 参与兼試験研究所長 

 飯島 敏夫 (公財)日本住宅・木材技術センター 理事兼認証部長 

行政 齋藤 健一 林野庁木材産業課 木材製品技術室長 

 猪島 明久 林野庁木材産業課 課長補佐 

 古藤 信義 農林水産省食料産業局食品製造課基準認証室 課長補佐 

 深井 敦夫 国土交通省住宅局建築指導課 建築物防災対策室長 

 山口 義敬 国土交通省住宅局建築指導課 企画専門官 

 青木 亮 国土交通省住宅局建築指導課 課長補佐 

 成田 潤也 国土交通省住宅局住宅生産課 木造住宅振興室長 

 恵﨑 孝之 国土交通省住宅局住宅生産課 木造住宅振興室 企画専門官 

 山田 剛 国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課施設評価室 企画専門官 

 吉原 洋 国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課木材利用推進室 課長補佐 

事務局 坂部 芳平 (一社)日本 CLT協会 専務理事 

 中越 隆道 (一社)日本 CLT協会 

 天沼 千亜希 (一社)日本 CLT協会 

 金子 弘 (公財)日本住宅・木材技術センター 専務理事 

 鈴木 圭 (公財)日本住宅・木材技術センター 

 沖本 千枝 (公財)日本住宅・木材技術センター 
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ＣＬＴ設計施工マニュアル編集委員会 

 

構造設計小委員会 名簿 
（順不同、敬称略） 

主査 河合 直人 工学院大学 建築学部建築学科 教授 

委員 五十田 博 京都大学生存圏研究所 生活圏構造機能分野 教授 

 中川 貴文 京都大学生存圏研究所 生活圏構造機能分野 准教授 

 三宅 辰哉 (株)日本システム設計 代表取締役 

 槌本 敬大 (国研)建築研究所 材料研究グループ 上席研究員 

 荒木 康弘 国土技術政策総合研究所 建築研究部 主任研究官 

 貞広 修 (一社)日本建築構造技術者協会 

 鈴木 圭 木構造振興(株) 主任研究員 

事務局 (一社)日本ＣＬＴ協会 

 (公財)日本住宅・木材技術センター 

 

 

材料・耐久性設計小委員会 名簿 
（順不同、敬称略） 

主査 中島 史郎 宇都宮大学 地域デザイン科学部 建築都市デザイン学科 教授 

委員 中川 貴文 京都大学生存圏研究所 生活圏構造機能分野 准教授 

 槌本 敬大 (国研)建築研究所 材料研究グループ 上席研究員 

 大村 和香子 (国研)森林研究・整備機構 森林総合研究所 木材改質研究領域 領域長 

 宮武 敦 (国研)森林研究・整備機構 森林総合研究所 複合材料研究領域 

集成加工担当チーム長 

 中島 昌一 (国研)建築研究所 構造研究グループ 研究員 

事務局 (一社)日本ＣＬＴ協会 

 (公財)日本住宅・木材技術センター 

 

 
防耐火設計小委員会 名簿 

（順不同、敬称略） 

主査 成瀬 友宏  国土技術政策総合研究所 建築研究部 防火基準研究室長 

委員 安井 昇 桜設計集団一級建築士事務所 代表 

 野秋 政希 (国研)建築研究所 防火研究グループ 研究員 

 鈴木 淳一 国土技術政策総合研究所 建築研究部 主任研究官 

 山田 誠 (公財)日本住宅・木材技術センター 特別研究員 

事務局 (一社)日本ＣＬＴ協会 

 (公財)日本住宅・木材技術センター 
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巻末資料：資料「CLT設計者向け講習会」テキスト 
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－ルート１で構造設計が可能な CLTパネル工法－ 
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CLT設計者向け講習会　テキスト目次　（項目　および　関連するdata、参考資料）

その他の建築物（耐火建築物・準耐火建築物以外の建築物）　ルート１パネル工法
紫文字のものは、配付資料に含まれていません

項目
番号

テキスト項目 data 参考資料

CLTを用いた建築物に対する理解

1 本講習会で対象とするCLTを用いた建築物
1.用語：パネル名称
2.用語：パネル名称（告示／マニュアル）

1.木造建築物の構造計算ルート
2.CLTパネル工法建築物の構造計算ルート
3.参考図書：木造建築のすすめ

2 CLTを用いた建築物とCLTパネル工法と「ルート１パネル工法」

3 「ルート１パネル工法」の架構上の特徴－１　構成要素

4 「ルート１パネル工法」の架構上の特徴－２　壁パネル割り

使用できるCLT等についての理解

5 「ルート１パネル工法」で使用できるCLTの仕様（JAS） 1.CLTを理解するために必要な用語（JAS上の用語）
1.CLTの日本農林規格（JAS）の概要
2.CLTの製造

6 建築関連法規上で定められているＣＬＴの仕様（基準強度他）

1.CLTに作用する外力の方向と発生する応力
2.CLTに発生する応力の方向の種類
3.CLTの基準強度の計算結果（S30、S60、Mx60）
4.CLTの弾性係数の計算結果（S30、S60、Mx60）

1.CLTの許容応力度と材料強度

7 建築関連法規上で定められているＣＬＴの仕様（ルート１パネル工法）

8 使用できるその他の木質材料（法規上）

9 運搬・施工時の条件によるCLTパネルの寸法の制約

10 入手できるCLTの仕様（CLTの生産状況） 1.CLT製造メーカー毎の製造可能なCLTリスト

ルート１パネル工法の設計手法（躯体部分）

11 壁に関する設計ルール 1.小開口を有するCLTパネルの剛性・強度

12 床に関する設計ルール

13 CLT床パネルのスパンの目安（歩行振動） 1.歩行振動についての解説・解析データ

14 屋根に関する設計ルール

15 基礎および1階床まわりに関する設計ルール

ルート１パネル工法の接合部（躯体部分）

16 「ルート１パネル工法」で求められる接合部の性能とｘマーク金物　 1.ｘマーク金物の納まり図と構造データ
1.ｘマーク金物とは
2.CLTパネル工法の接合部の考え方
3.ｘマーク金物の認証取得者（メーカー）一覧

17 各部の接合ルール 1.告示で規定されている接合部以外の接合部の納まり図

18 接合金物の選択に当たっての注意点

材料・構造部門における共通の参考資料
1.構造計算ルートと仕様規定の適用関係
2.CLTパネル工法の構造計算フロー（ルート１～３）とルート１の実施内容

各部設計（外部）

19 CLTパネル工法の耐久設計の必要性 1. 木材の耐久性（樹種・保存処理・AQ認証）について　

20 CLTパネル工法の耐久設計のクライテリア
1. 「木造計画・設計基準及び同資料」（平成23年）耐久性
2.平28国交告示第611号　第七　防腐措置等　告示の逐条解説

21 CLTパネル工法の耐久設計の具体的対応
1.耐久性を確保するための具体的対策
2.参考図書：建築保全業務共通仕様書　平成25年
3.CLTパネル工法の点検方法・維持保全

22 耐久性能を考慮した各部設計　外壁

1. 外壁仕上げ　一般（モルタル・サイディング）
2.外壁　防火構造　告示仕様
3. 外壁　防火構造　告示仕様バリエーション（モルタル・窯業系
サイディング－内装必要）
4. 外壁　防火構造　認定仕様（窯業系サイディング、外装木材
仕上－CLT現し）
5. 省エネ設計のためのCLTの物性値

1.気密性能確保のための留意点

23 耐久性能を考慮した各部設計　土台

24 耐久性能を考慮した各部設計　接合部まわり（防露対策） 1.1. 防露対策（表面結露・金属部のヒートブリッジ・内部結露）

25
耐久性能を考慮した各部設計　その他
　　　水を多用する部屋／地盤・床下／小屋裏・屋根／とい部分

26 各部詳細

1.各部詳細：勾配屋根
2.各部詳細：陸屋根・バルコニー
3.各部詳細：パラペット・手すり壁
4.各部詳細：軒天－防火構造
5.各部詳細：外壁開口部
6.各部詳細：外壁設備開口部

各部設計（外部）部門における共通の参考資料
1.戸建住宅の矩計図・各部詳細図
2.戸建住宅の断熱仕様例

各部設計（内部）

27 遮音設計の必要性 1.木造における遮音設計の基本

28 各部詳細　床仕上げ・天井仕上げ
1. CLTを用いた床版の床衝撃音遮断性能
（床仕上げ・天井仕上げの影響）

1. 二重床における施工上の注意点

29 各部詳細　界壁の仕上げ 1.CLTを用いた壁の空気音遮断性能（界壁仕様の影響） 1. 界壁における石こうボードの施工上の注意点

30 内装制限
1.内装制限の概要
2.参考図書：内装木質化ハンドブック

各部設計（内部）部門における共通の参考資料 1.集合住宅における界壁・二重床の例

設備計画

31 給排水設備等の騒音への対応 1.設備機器等の騒音への対応

32 CLT現し仕上げの場合の電気配線の方法 1.CLT現し仕上げの場合の電気配線の方法

施工への理解

33 発注・施工図チェックのためのCLTパネルの加工についての理解
1.CLTパネル加工についての理解
2. CLTパネル加工の手順

34 設計・監理に必要な施工についての理解
1.CLTパネル工法の施工の
2.CLTパネル工法の計画に当たっての確認ポイントと施工の流れ



CLT設計者向け講習会　テキスト目次　（項目　および　関連するdata、参考資料）

準耐火構造による準耐火建築物　ルート１CLTパネル工法

項目
番号

テキスト項目 data 参考資料

CLTを用いた建築物に対する理解

1 「ルート１パネル工法」による準耐火建築物
1.建築物に求められる防耐火性能
2.参考図書：木造建築のすすめ★

2 準耐火構造の告示仕様（防火被覆仕様・燃えしろ設計） 1.外壁・間仕切壁（耐力壁・非耐力壁）の耐火構造の告示仕様 

使用できるCLT等についての理解

3 準耐火構造の場合に仕様できるCLT等の種類 1.CLT製造メーカー毎の製造可能なCLTリスト★ 1.燃えしろ設計が可能となる木質材料

ルート１パネル工法の設計手法（躯体部分）

4 燃えしろ設計の概略
1.燃えしろ設計の概略
2.CLTによる遮熱性・遮炎性の確保

5 対象部位と燃えしろ想定面 1.燃えしろ設計の対象となる部分

6 燃えしろ寸法 1.CLTの残存断面の強度等の算出方法

ルート１パネル工法の接合部（躯体部分）

7 接合部の耐火性能 1.接合部の耐火性能

各部設計（外部）

8 準耐火構造の各部設計（外部－外壁）
1.外壁（耐力壁・非耐力壁）の準耐火構造の告示仕様
2.外壁の準耐火構造仕様のバリエーション
3.準耐火構造の外壁に取り付く開口部分の納まり

9 準耐火構造の各部設計（外部－屋根）

1.屋根の準耐火構造の告示仕様
2.屋根の準耐火構造仕様のバリエーション
3.準耐火構造の屋根に取り付く開口部分（トップライト）の納まり
4.準耐火構造の天井に取り付く開口部分（点検口）の納まり

10 準耐火構造の各部設計（外部－軒裏）
1.軒裏の準耐火構造の告示仕様
2.軒裏の準耐火構造仕様のバリエーション

11 準耐火構造のバルコニー 1.バルコニー等の考え方

各部設計（内部）

12 準耐火構造の各部設計（内部－間仕切壁）
1.間仕切壁（耐力壁・非耐力壁）の準耐火構造の告示仕様
2.間仕切壁の準耐火構造仕様のバリエーション
3.界壁認定仕様・準耐火構造仕様の大臣認定

13 準耐火構造の各部設計（内部－床）
1.床の準耐火構造の告示仕様
2.床の準耐火構造仕様のバリエーション
3.床の開口部（防火区画を構成しない床）の考え方

14 準耐火構造の各部設計（内部－階段） 1.階段の準耐火構造のバリエーション

15 燃えしろ設計と防火被覆部分の取り合い（内部－壁） 1.燃えしろと防火被覆の取り合い（壁）

16 燃えしろ設計した各部の表面仕上げの注意点（内装・外装共通） 1.燃えしろ設計した各部の表面仕上げ（内装・外装共通）

設備計画

17 準耐火構造部分の設備貫通部の仕様 1.準耐火構造の設備配管等の貫通部

18 準耐火構造部分のスイッチボックスの仕様 1.準耐火構造のスイッチボックス等の仕様
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